
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２
０
２
３
年
10
月
１
日
か
ら 

１
時
間
あ
た
り 

８
９
６
円  

で
３
．
23
％
の
１
０
，
５
６
０

円
と

30
年
ぶ
り
の
高
水
準
で

あ
り
、
徳
島
県
内
に
お
い
て
も

３
．
７
％
の
高
い
水
準
と
な
っ

て
い
る
。
物
価
が
上
が
り
続
け

て
い
る
事
を
ふ
ま
え
る
と
、
今

年
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
は
、

徳
島
に
ふ
さ
わ
し
い
金
額
と
な

る
よ
う
審
議
を
尽
く
し
て
い

く
。
」
と
提
起
。 

そ
れ
に
対
し
使
用
者
側
は
、

「
徳
島
県
最
低
賃
金
は
２
０
１

６
年
以
降
、
（
２
０
２
０
年
を

除
き
）
毎
年
３
％
以
上 

ア
ッ
プ

し
て
い
る
。
使
用
者
側
と
し
て

は
、
４
月
と
10
月
の
年
２
回
賃

上
げ
が
あ
る
と
い
う 

、
大
変
厳

し
い
状
況
。
し
か
し
な
が
ら
こ

説
明
を
受
け
た
。 

今
回
の
事
業
所
見
学
で
は
、
山

田
代
表
取
締
役
を
は
じ
め
役
員

の
皆
様
の
ご
厚
意
と
ご
丁
寧
な

説
明
を
頂
く
と
共
に
、
Ｕ
Ａ
ゼ
ン

セ
ン
四
国
ト
ー
セ
ロ
労
組
の
皆

様
に
は
計
画
段
階
か
ら
の
ご
協

力
に
対
し
ま
し
て
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

健
康
診
断
受
診
率
１
０
０
％
を

め
ざ
し
、
健
康
優
良
企
業
「
銀
の

認
定
」
を
維
持
し
て
い
る
。
④
加

重
労
働
の
防
止
で
は
、
80
時間

超
の
長
時
間
残
業
０
人
を
め
ざ

し
、
長
時
間
残
業
者
０
人
達
成
し

て
い
る
。」
と
説
明
を
受
け
た
。 

工
場
見
学
は
３
班
に
分
か
れ

て
行
い
、
原
料
か
ら
板
状
に
伸
ば

さ
れ
た
後
、
薄
い
フ
イ
ル
ム
へ
と

加
工
、
裁
断
に
至
る
ま
で
の
過
程

を
社
長
、
工
場
長
、
総
務
部
長
の

案
内
の
も
と
で
回
っ
た
。
工
場
内

は
作
業
工
程
に
お
い
て
機
械
が

高
温
と
な
っ
て
い
る
個
所
、
機
械

の
回
転
に
注
意
す
る
箇
所
、
重
量

物
の
取
り
扱
い
等
で
の
危
険
個

所
も
あ
り
、
そ
の
都
度
、
工
場
内

で
の
安
全
注
意
事
項
に
つ
い
て

の
物
価
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
高

騰
の
中
で
、
従
業
員
の
生
活
を

守
る
と
い
う
こ
と
も
使
用
者
の

使
命
と
承
知
し
て
い
る
。
大
変

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る

が
、
今
の
徳
島
の
実
態
に
合
っ

た
、
慎
重
な
、
前
向
き
な
審
議

を
望
む
。
」
と
提
起
し
た
。 

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
よ

る
目
安
が
示
さ
れ
て
第
２
回
専

門
部
会
に
て
、
労
働
者
側
、
使

用
者
側
よ
り
金
額
提
示
し
本
格

議
論
が
始
ま
っ
た
。
労
働
者
側

か
ら
は
連
合
全
体
の
賃
上
げ
結

果
１
０
，
５
６
０
円
を
１
７
７

時
間
で
割
り
、
60
円
を
提
示
。

使
用
側
か
ら

16
円
の
提
示
。

（
そ
の
後

18
円
に
訂
正
）
た

だ
、
物
価
上
昇
を
考
慮
し
て
も

28
円
が
限
界
と
、
歩
み
寄
ら
ず

次
回
へ
持
ち
越
し
た
。 

日
を
改
め
第
３
回
専
門
部
会

で
は
、
労
働
者
側
か
ら
プ
ラ
ス

45
円
の
９
０
０
円
を
め
ざ
し

た
い
が
影
響
が
大
き
い
の
で

（
目
安
＋
４
円
）
プ
ラ
ス
44
円

と
歩
み
寄
っ
た
。
使
用
者
側
は

目
安
算
出
根
拠
ほ
ど
の
物
価
上

昇
は
徳
島
に
当
て
は
ま
ら
な
い

が
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の

目
安
額
を
尊
重
し
目
安
額

40

円
を
提
示
し
た
。
そ
の
後
、
労

使
に
よ
る
直
接
対
応
に
よ
り
全

会
一
致
を
条
件
に
41
円
（
目
安

＋
１
円
）
で
合
意
。
第
４
回
本

審
、
15
時
20
分
～
に
お
い
て
、

引
上
げ
額

41
円 

改
正
金
額

８
９
６
円
と
な
る
部
会
報
告

後
、
答
申
を
徳
島
労
働
局
長
に

提
出
し
た
。 

 

異
議
の
申
出
が
あ
り
、
８
月

23
日
の
第
５
回
本
審
で
審
議

の
結
果
、
プ
ラ
ス
41
円
の
８
９

６
円
で
確
定
し
た
。 

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部

は
、
２
０
２
３
年
７
月
24
日
、
幹

事
11
人
と
辰
巳
主
任
（
Ｕ
Ａ
ゼ

ン
セ
ン
徳
島
支
部
）
が
徳
島
市
応

神
町
の
四
国
ト
ー
セ
ロ
株
式
会

社
を
訪
問
し
、
工
場
見
学
・
職
場

で
の
安
全
衛
生
活
動
の
取
り
組

み
等
の
説
明
を
受
け
組
合
役
員

と
し
て
の
見
識
を
深
め
た
。 

山
田
代
表
取
締
役
か
ら
は
、
会

社
概
要
と
食
品
包
装
フ
ィ
ル
ム

の
製
造
過
程
の
説
明
を
、
水
野
管

理
部
総
務
人
事
課
部
長
か
ら
は
、

「
四
国
ト
ー
セ
ロ 

安
全
・
衛
生

の
取
り
組
み
と
し
て
、
２
０
２
２

年
度
の
重
点
課
題
と
目
標
・
対
策

は
、
①
労
働
災
害
の
撲
滅
を
め
ざ

し
、
労
災
発
生
件
数
０
件
を
掲
げ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
と
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
に
よ
る
危
険
個
所
（
挟
ま

れ
・
巻
き
込
ま
れ
、
墜
落
、
重
量

物
落
下
等
）
の
点
検
を
掲
げ
、
点

検
個
所
４
５
０
件
抽
出
し
、

90
％を

改
善
し
た
。
②
安
全
意

識
の
高
揚
と
浸
透
と
し
て
、
安
全

体
感
教
育
、
Ｋ
Ｙ
教
育
、
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
安
全
講
習
の
教
育
実

施
回
数
を
年
１
回
で
取
り
組
む

と
と
も
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
も
年
２
回

を
監
視
す
る
目
標
を
掲
げ
、
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
率
１
０
０
％
を

達
成
し
た
。
③
労
働
衛
生
で
は
、

２０２３年 10月４日 

編集責任者  川 口 誠 二 
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◎1 0 月 5 日  参議院議員徳島高知選挙区補欠選挙告知日 

◎10 月 22 日  連合徳島３地協合同運動会 

◎10 月 27 日  狭山県内集会 

◎１０月 28 日  第５回 VST養成講座 

             第一種安全衛生管理者養成講座 

◎１ １ 月 ２ 日  クラシノソコアゲ応援団駅前街宣 

◎１ １ 月 ２ １ 日  連合徳島第３５回定期大会 

連 合 徳 島 ニ ュ ー ス 

 
２
０
２
３
年
徳
島
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
は
８
月
７
日
、
目

安
＋
１
円
の

41
円
で
全
会
一

致
を
条
件
に
結
審
し
た
。 

審
議
会
冒
頭
、
労
働
者
側
か

ら
「
２
０
２
３
春
季
生
活
闘
争

結
果
を
見
る
と
、
全
体
で
３
．

58
％
、
３
０
０
人
未
満
の
組
合

徳
島
県
中
小
労
働
対
策
本
部 

事業所側から説明を受ける様子 

連
合
徳
島
は
、
２
０
２
３
年
９

月
12
日
、
Ｊ
Ｒ
徳
島
駅
前
に
お

い
て
、
「
ク
ラ
シ
ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応

援
団
！
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
街
宣
行
動
を
実
施
し
、「
最

低
賃
金
」
「
労
働
組
合
が
取
り
組

む
社
会
貢
献
活
動
」
「
職
場
の
健

康
診
断
実
施
強
化
」
等
に
つ
い

て
、
各
構
成
組
織
等
か
ら
37
人

が
参
加
し
て
ビ
ラ
入
り
テ
ィ
ッ

シ
ュ
の
配
布
と
ア
ピ
ー
ル
ボ
ー

２０２３年度 

徳島県最低賃金審議 

目安＋１の ４１円 で結審 

ド
を
掲
示
し
て
周
知
活
動
を
行

っ
た
。 

 

冒
頭
、
島
和
久
会
長
（
連
合
徳

島
）
よ
り
、
参
議
院
議
員
徳
島
県
・

高
知
県
選
挙
区
補
欠
選
挙
に
つ

い
て
ふ
れ
た
後
、
連
合
徳
島
推
薦

の
「
広
田
一
（
ひ
ろ
た
・
は
じ
め
）」

参
議
院
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
を
紹
介
し
た
。 

広
田
一
さ
ん
か
ら
は
、
今
回
の

補
欠
選
挙
と
な
っ
た
経
緯
、
税
金

を
投
じ
て
選
挙
を
せ
ざ
る
得
な

く
な
っ
た
原
因
、
立
候
補
を
決
断

し
た
理
由
等
に
つ
い
て
訴
え
た
。 

続
い
て
、
井
内
猛
議
長
（
徳
島

県
中
小
労
働
対
策
本
部
）
、
森
本

会
長
（（
公
財
）
徳
島
県
労
働
者
福

祉
協
議
会
）、
仁
木
啓
人
県
議
（
新

し
い
県
政
を
つ
く
る
会
）
よ
り
、

「
労
働
組
合
の
役
割
と
連
合
が

め
ざ
す
社
会
の
実
現
」
「
労
福
協

が
取
り
組
む
事
業
内
容
の
説
明
」

「
国
民
が
求
め
る
政
策
の
実
現
」

等
に
つ
い
て
訴
え
た
。 

９ 

月 街 

宣  

広
田
一
立
候
補
予
定
者
を
紹
介 

す
る
島
連
合
会
長 

徳
島
駅
前
で
県
民
に
訴
え
る 

広
田
一
立
候
補
予
定
者 



  
 

続
い
て
、
上
野
学
園
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
「
語
り
継
ぐ
戦
争
の

実
相
と
運
動
の
継
続
で
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
を
実
現
し
よ

う
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
「
連
合
２

０
２
３
平
和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
に

は
各
構
成
組
織
・
地
方
連
合
会
か

ら
１
７
３
５
人
が
参
加
し
、
代
表

団
は
集
会
会
場
に
３
千
羽
の
折

鶴
を
献
納
し
た
。
集
会
は
参
加
者

全
員
に
よ
る
黙
と
う
で
始
ま
り
、

連
合
・
芳
野
会
長
に
よ
る
主
催
者

あ
い
さ
つ
の
後
、
中
国
新
聞
紙
編

集
委
員
の
水
川
恭
輔
さ
ん
が
「
Ｇ

７
サ
ミ
ッ
ト
と
ヒ
ロ
シ
マ
」
と
題

し
講
演
し
た
。
水
川
さ
ん
は
今
年

５
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島

サ
ミ
ッ
ト
の
取
材
か
ら
知
っ
た

実
態
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
。 

 

８
月
６
日
は
広
島
市
主
催
の

「
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に

平
和
祈
念
式
」
に
参
加
。
約
５
万

人
の
参
列
者
は
「
平
和
の
鐘
」
が

響
き
渡
る
中
、
原
爆
投
下
時
刻
の

８
時
15
分
に
黙
と
う
を
行
い
、

松
井
市
長
は
平
和
宣
言
で
、
Ｇ
７

広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
核
軍
縮
文
書

で
あ
る
広
島
ビ
ジ
ョ
ン
が
肯
定

し
た
核
抑
止
論
に
つ
い
て
「
破
綻

し
て
い
る
こ
と
を
直
視
し
、
為
政

者
に
脱
却
を
促
す
こ
と
が
重
要

だ
」
と
指
摘
し
、
対
話
を
通
じ
た

り
組
み
の
実
践
は
も
と
よ
り
、
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
た
性

差
に
も
と
づ
く
偏
見
や
差
別
を

解
消
し
、
性
別
指
向
・
性
自
認
（
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ｉ
）
を
尊
重
し
、
多
様
性
を

認
め
合
い
、
女
性
が
働
く
う
え
で

の
格
差
や
社
会
的
不
条
理
の
是

正
が
必
要
で
あ
る
。
身
体
的
な
性

別
が
あ
る
一
方
で
、
社
会
的
・
文

化
的
に
形
成
さ
れ
た
性
別
で
の

先
入
観
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
不
平

等
や
差
別
を
生
ん
で
い
る
。
一
人

ひ
と
り
の
人
間
が
、
性
別
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
等
に
責
任
や
権
利
、

機
会
を
わ
か
ち
あ
い
、
あ
ら
ゆ
る

物
事
を
一
緒
に
で
き
る
こ
と
が

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の

目
標
の
中
の
５
に
あ
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
が
目
標
と
さ

れ
て
い
る
。」
と
説
明
し
、
各
国
の

男
女
間
格
差
を
数
値
化
し
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
で
、
日

本
は
１
４
６
カ
国
中
１
２
５
位

と
Ｇ
７
で
最
低
で
あ
る
こ
と
、
日

本
の
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の

割
合
が
低
い
水
準
え
あ
る
こ
と

等
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
た
。 

 
 
 

「
連
合
徳
島
に
お
け
る
現
状

報
告
や
課
題
認
識
」
「
男
女
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化

の
施
策
」
等
を
Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
交
流
を

深
め
な
が
ら
意
見
交
換
を
し
、
ま

と
め
・
閉
会
挨
拶
を
藤
田
女
性
委

員
長
が
述
べ
合
同
学
習
交
流
会

を
終
え
た
。 

２
０
２
３
年
９
月
９
日
、
万
代

町
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
エ

ー
ル
」
に
て
連
合
徳
島
青
年
・
女

性
委
員
会
合
同
学
習
交
流
会
を

開
催
し
、
各
役
員
等
18
人
が
参

加
し
て
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」
に

つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
青

年
委
員
会
と
女
性
委
員
会
と
の

交
流
を
深
め
た
。 

冒
頭
、
小
畑
青
年
委
員
長
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
労
働
組
合
活
動
・

運
動
を
よ
り
活
性
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、『
心
理
的
安
全
性
』
の

高
い
チ
ー
ム
作
り
が
大
切
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
性
別
・
年
代
・

立
場
・
環
境
等
の
壁
を
越
え
て
、

円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
と
も
に
活
動
す
る
仲
間
と
し

て
関
係
性
を
築
い
て
い
こ
う
」
と

挨
拶
。 

連
合
本
部
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

多
様
性
推
進
局
の
滝
沢
弘
次
長

の
講
演
で
は
「
連
合
徳
島
の
組
織

人
員
数
に
対
し
女
性
の
割
合
は

25
．
５
％
、
執
行
委
員
数
は
11
．

５
％
、
大
会
代
議
員
は
12
．
１
％

の
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
連
合
徳

島
２
０
２
３
年
度
後
期
主
要
課

題
の
取
り
組
み
方
針—

重
点
分
野

３
の
男
女
平
等
参
画
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
の
推
進
、
均
等
待
遇
、
仕

事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に
向
け
た
取

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー

ム
（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座
・
第
３

回
講
座
「
Ａ
班
：
災
害
時
を
想
定

し
た
実
技
研
修
①
」「
Ｂ
班
：
普
通

救
命
講
習
」
を
徳
島
県
立
防
災
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、
構
成
組
織
等

か
ら
15
人
が
受
講
し
た
。 

 

災
害
時
を
想
定
し
た
実
技
研

修
①
で
は
、
防
災
ガ
イ
ダ
ン
ス
で

津
波
か
ら
命
を
守
る
た
め
の
説

明
を
受
け
た
後
、
体
験
ツ
ア
ー

（
地
震
体
験
・
消
火
体
験
・
煙
体

験
・
暴
風
体
験
）
を
行
い
、
被
災

時
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を

確
認
し
た
。
防
災
学
習
で
は
、
防

災
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
の
工
藤

活
動
推
進
員
よ
り
、
日
頃
か
ら
避

難
通
路
を
確
認
し
て
お
く
習
慣

や
、
身
を
守
る
た
め
の
行
動
、
非

常
携
帯
グ
ッ
ズ
の
重
要
性
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。 

 

普
通
救
命
講
習
は
、
第
１
回
同

様
、
心
肺
停
止
時
の
早
期
認
識
と

通
報
、
一
時
救
命
処
置
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
後
、
救
命
処
置
の

手
順
を
、
人
形
を
使
っ
て
訓
練
し

た
。
ま
た
、
気
道
異
物
の
除
去
法

と
三
角
巾
を
使
っ
て
の
応
急
手

当
に
つ
い
て
も
学
習
を
し
た
。
第

１
回
講
座
Ａ
班
と
第
３
回
講
座

Ｂ
班
で
参
加
し
た
15
人
に
「
普

通
救
命
講
習
修
了
証
」
が
交
付
さ

れ
た
。 

受
講
者
か
ら
は
「
日
頃
か
ら
非

常
時
の
た
め
の
準
備
と
、
救
命
処

置
の
定
期
的
な
訓
練
が
大
切
で

あ
る
」
「
家
族
で
参
加
が
で
き
る

防
災
イ
ベ
ン
ト
が
で
き
な
い
か
」

「
連
合
徳
島
３
地
協
合
同
運
動

連
合
徳
島
は
２
０
２
３
年
８

月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、

「
平
和
の
折
り
鶴
県
民
運
動
」
の

取
り
組
み
と
し
て
、
連
合
徳
島
・

川
口
事
務
局
長
を
団
長
に
各
構

成
組
織
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
代

表
団
を
編
成
し
、
平
和
の
折
り
鶴

を
広
島
平
和
記
念
公
園
に
献
げ

る
と
と
も
に
「
連
合
２
０
２
３
平

和
ヒ
ロ
シ
マ
集
会
」
及
び
「
原
爆

死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈

念
式
」
へ
13
人
で
参
加
し
た
。 

初
日
の
８
月
５
日
は
広
島
平

和
記
念
公
園
内
で
の
「
ピ
ー
ス
・

ウ
ォ
ー
ク
」
に
参
加
。
連
合
広
島

青
年
委
員
会
・
女
性
委
員
会
が
ピ

ー
ス
ガ
イ
ド
と
な
り
、
原
爆
ド
ー

ム
な
ど
公
園
内
の
慰
霊
碑
等
を

周
り
な
が
ら
由
来
や
歴
史
に
つ

い
て
学
習
し
た
。
ま
た
、
連
合
徳

島
の
各
構
成
組
織
な
ど
か
ら
集

約
し
た
４
万
５
千
羽
の
折
鶴
の

う
ち
２
万
羽
を
「
原
爆
の
子
の

像
」
等
に
献
納
し
た
。 

(２) 毎月５日はれんごうの日 連 合 徳 島 ニ ュ ー ス ２０２３年 10月４日 

安
全
保
障
体
制
の
構
築
に
踏
み

出
す
こ
と
を
強
く
求
め
た
。 

 
 

内
閣
総
理
大
臣
の
あ
い
さ
つ

の
前
に
は
、
広
島
市
在
住
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
「
平
和
へ
の
誓

い
」
の
朗
読
が
あ
り
、「
誰
も
が
平

和
だ
と
思
え
る
未
来
を
、
広
島
に

生
き
る
私
た
ち
が
つ
く
っ
て
い

く
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。 

 

式
典
終
了
後
、
代
表
団
は
広
島

平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
、
平
和

学
習
を
行
っ
た
。 

連
合
徳
島
は
被
爆
犠
牲
者
の

死
や
そ
の
遺
族
の
悲
し
み
を
無

駄
に
し
な
い
た
め
に
も
核
兵
器

廃
絶
と
恒
久
平
和
に
向
け
て
活

動
を
推
し
進
め
て
い
く
。 

参加者全員で記念撮影 「原爆の子の像」へ折鶴を献納 
主催者を代表して挨拶をする 

芳野連合会長 

２
０
２
３
年
８

月
26
日
、
第
23
期

第
23
期 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム 

養
成
講
座 

第
３
回 

会
等
で
一
時
救
命
処
置
や
地
震

体
験
カ
ー
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ

ー
を
し
て
み
て
は
ど
う
か
」
等
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。 

連
合
徳
島
は
今
後
も
Ｖ
Ｓ
Ｔ

養
成
講
座
を
通
じ
て
、
非
常
時
の

た
め
の
人
材
育
成
活
動
を
推
し

進
め
て
い
く
。 

消火体験をする受講者 救命講習を受ける受講者 

講演する滝沢次長 

避
難
所
開
設
時
の
重
要
点
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
た
。 

災
害
時
を
想
定
し
た
実
技
研

修
②
「
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
」
で

は
、
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ

ル
ー
プ
内
で
役
割
分
担
（
総
務
・

避
難
者
管
理
・
情
報
・
食
料
物
資

等
の
担
当
者
）
を
決
め
、
静
岡
県

危
機
管
理
部
が
考
案
し
た
Ｈ
Ｕ

Ｇ
を
使
い
、
カ
ー
ド
に
記
載
の
避

難
者
情
報
（
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

家
族
構
成
・
健
康
状
態
・
被
災
状

況
・
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
非
難
・

車
で
の
避
難
）
等
を
読
み
上
げ
て

全
員
が
情
報
を
把
握
し
な
が
ら
、

避
難
所
に
見
立
て
た
見
取
り
図

（
学
校
の
敷
地
・
体
育
館
・
教
室
）

に
読
み
上
げ
た
カ
ー
ド
を
配
置

し
た
。
カ
ー
ド
情
報
の
中
に
は
、

仮
設
ト
イ
レ
や
水
、
食
料
等
の
避

連
合
徳
島
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ

ー
ム
（
Ｖ
Ｓ
Ｔ
）
養
成
講
座
の
第

４
講
座
を
徳
島
県
立
防
災
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
、
災
害
時
を
想
定

し
た
実
技
研
修
②
「
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
（
Ｈ
Ｕ
Ｇ
）」
に
構
成
組
織

等
か
ら
12
名
が
参
加
し
て
避
難

所
の
運
営
に
つ
い
て
学
ん
だ
。 

徳
島
県
防
災
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
の
中
野
さ
ん
よ
り
、
地
震
が

起
こ
る
仕
組
み
と
過
去
に
起
き

た
巨
大
地
震
の
歴
史
を
知
る
こ

と
で
周
期
的
な
活
動
で
あ
る
こ

と
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
に
よ
る
県
内
被
害

予
測
（
津
波
・
地
盤
の
液
状
化
な

ど
）
を
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
確
認

し
た
。
熊
本
地
震
や
阪
神
淡
路
大

震
災
で
の
避
難
所
運
営
事
例
と

難
物
資
が
到
着
す
る
情
報
記
載

に
加
え
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
、
病

人
、
外
国
人
と
い
っ
た
情
報
も
あ

り
、
入
所
場
所
の
配
置
に
は
計
画

性
と
配
慮
が
必
要
性
で
あ
る
こ

と
か
ら
避
難
者
情
報
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。 

第
４
回 

㊦ ： 講義を受ける 

受講者 

㊤ ： HUG体験 



 

 

 

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
に

関
す
る
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

説
明
の
後
、
懇
談
が
行
わ
れ
、
連

合
徳
島
島
会
長
よ
り
、
「
県
内
に

お
け
る
多
く
の
企
業
が
原
材
料

費
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
。
労
働
者
・
生
活
者
も
厳
し

い
状
況
に
変
わ
り
な
く
、
私
た
ち

連
合
は
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

の
場
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
が
実
効
あ
る
も
の
と

し
て
運
用
さ
れ
る
べ
き
と
申
し

て
お
り
、
今
回
の
共
同
宣
言
が
、

適
正
な
価
格
転
嫁
の
推
進
や
賃

上
げ
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。 

最
後
に
集
合
写
真
を
撮
影
し
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
の
普
及
・
促
進
実
効
性
向
上
に

向
け
た
共
同
宣
言
式
」
を
終
了
し

た
。 

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
の
普
及
・
促
進
実
効
性
向
上

に
向
け
た
共
同
宣
言
式
」
が
２
０

２
３
年
８
月
16
日、
徳
島
県
庁

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

 

当
日
は
、
経
済
団
体
（
７
団

体
）、
連
合
徳
島
、
金
融
団
体
（
２

団
体
）、
行
政
機
関
（
５
機
関
）、

の
計
15
団
体
が
出
席
し
た
。 

宣
言
に
先
立
ち
後
藤
田
知
事

よ
り
、「
現
在
、
下
請
企
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
、
『
原
材
料
価

格
の
高
騰
』
や
、『
円
安
』
等
に
よ

る
増
加
コ
ス
ト
の
負
担
方
法
に

つ
い
て
、
発
注
企
業
と
の
「
取
引

条
件
の
見
直
し
」
や
「
受
注
調
整
」

等
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お

り
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
共
同
宣

言
』
の
普
及
・
促
進
を
、
適
正
な

価
格
転
嫁
の
推
進
や
賃
上
げ
に

つ
な
げ
、
県
内
経
済
の
未
来
に
明

る
い
光
を
灯
せ
る
よ
う
、
本
日
ご

参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
各
機
関
、

団
体
の
皆
様
の
御
協
力
を
賜
り

ま
す
こ
と
を
お
願
い
す
る
。
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。 

 

そ
の
後
、
四
国
経
済
産
業
局
原

局
長
、
後
藤
田
知
事
の
署
名
、
パ

(3) 毎月５日はれんごうの日 
連 合 徳 島 ニ ュ ー ス 

２０２３年 10月４日 

吉

野

川

市

議

会

議

員

補

欠

選

挙 

山
側 

さ
や
か 

さ
ん
を 

推
薦
決
定 

や

ま

が

わ 

プロフィール 

１９８９年１月１３日生まれ 

奈良県生まれ徳島育ち 

４歳の娘を育てるシングルマザーとして鴨

島町西麻植に在住 

 

２０１８年に合同会社 Lifeを設立 

同年に代表者として訪問介護事業所を開業 

２０２１年幼児教室兼学童保育を開業 

現在、自身の体験から得た社会のリアルを

伝える活動を行っている 

社会のリアルを伝え 社会のリアルを変える 

私は自身の体験から様々な視点でリアルな現状を見てきました 

リアルな現状は現場にいる人しか分かりません！現場からリアルな声を上げましょう!! 

 

子育て・育児 介護医療 

障がい福祉 まちづくり 

母子手帳交付時の面談強化 

安心安全な保育園・学童の質を確保 

保育園入園基準の見直し 

介護保険制度の見直し 

痒い所に手が届く支援の提供 

医療用補整具の助成 

選択できる学びの場 

障がい者福祉制度の見直し 

障がい者雇用の改善 

制限のない子ども食堂 

遊べる場所の充実 

市民活動推進サポート 

山側さやかが

 

パートナーシップ構築宣言の 

普及・促進実効性向上に向けた 

共同宣言式 

出席者全員による集合写真 署名された共同宣言書 


